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⑴　福岡平野地域（花田 2002、亀田 2004b、重藤ほか 2005、武末 2013 など）
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とまって出土している。隣接する 5 世紀前半～ 6 世紀末の吉武古墳群においても加耶系を中心と
する陶質土器や鋳造鉄斧、鉄鐸、鉄滓などが出土し、この周辺地域での渡来人・その子孫たちに
よる鉄器生産などの可能性が推測されている。吉武遺跡群の東約 3km にも 5 世紀中葉～ 6 世紀
後半の鍛冶関係遺物・朝鮮半島系土器を出土するクエゾノ古墳群、梅林古墳、梅林遺跡などが
ある。
⑵　朝倉地域（吉武・松尾 1999、宮田 2002、桃﨑 2012、小嶋 2013、筑前町教育委員会 2017 など）
　筑前南部に位置する朝倉地域を代表する渡来人関連遺跡としては、池の上・古寺墳墓群があげ
られる。石蓋土坑墓をおもな内部主体とし、5 世紀代の墓が約 80 基確認され、非陶邑系須恵器（加
耶西部系）、算盤玉形紡錘車、初期の鍛冶具や馬具などの副葬品、初期の棺内土器副葬などによっ
て渡来人の墓を含む墳墓群として注目されてきた。
　甲冑などを出土した墳長約 70m の前方後円墳である堤当正寺古墳（5 世紀中葉）が地域首長墳、


















に現れ、その後やや空白があり、5 世紀中頃に、海岸部の津屋崎地域北部に移動し、60 ～ 102 ｍ
の前方後円墳が南下しながら 6 世紀後半まで継続する。そして宮地嶽古墳（径 38 ｍ）→手光波
切不動古墳（径 20 ｍ）と 7 世紀の円墳の首長墳が福間地域に移動して築かれる。
　宗像地域において渡来人たちの存在が明確になる 5 世紀代の宗像の大首長の墓は海岸部の津屋
崎地域にある。内陸部の釣川流域ではオンドル住居が確認されている光岡六助遺跡（5 世紀中頃）
や鍛冶具を出土している朝町山ノ口古墳群（6 世紀末～ 7 世紀代）、初期カマド住居や多くの多
様な軟質系土器（5 世紀前半～ 6 世紀代）を出土した冨地原地域の遺跡群において渡来人たちが
関わっていたものと推測される。
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　海岸部の津屋崎地域では、オンドル住居・排水溝付四柱式方形竪穴住居が確認されている奴山
伏原遺跡（5 ～ 6 世紀）は新原・奴山古墳群に近接し、鳥足文タタキを有する移動式カマドを出
土した生家釘ヶ裏遺跡（5 ～ 6 世紀）も新原・奴山古墳群の南約 500m であり、墳長 73m の生家
大塚古墳がすぐ西側に位置する。そしてオンドル住居、多様な軟質系土器・陶質土器を出土する
在自下ノ原遺跡などの在自遺跡群（4 世紀後半～ 6 世紀後半）のすぐ北側には 5 世紀後半頃から











神遺跡、割畑遺跡、11 枚の鉄鋌を副葬した割畑 1 号墳（径 10m）、5 世紀前半の短甲などを出土








　一方で、注目したい資料として鋸がある。新原・奴山 1 号墳（5 世紀中頃、墳長 50m 前方後円墳）、








　宗像地域では 5 世紀代だけでなく、6 世紀代の朝鮮半島系資料が比較的多く見られる。6 世紀
に入ると、日本列島の人々も朝鮮半島系のカマド・甑を使う煮炊き文化を受け入れ、鍛冶技術も
飛躍することなどから朝鮮半島の人々の生活・道具などとの区別がつきにくくなる。その中にあっ







３．吉備地域（亀田 1997・2000・2004a、佐藤 2006 など）























　６、７世紀の備中　吉備地域では備中の 5 世紀前半の造山・作山古墳、備前の 5 世紀中葉の墳
長 206m の両宮山古墳のあと、大きな古墳は築かれなくなる。このような前方後円墳の突然の衰
退に関しては、5 世紀後半の雄略天皇代の吉備の反乱伝承が関わると考えられている。つまり『日
本書紀』雄略天皇 7（463）年 8 月条に記された「吉備下道臣前津屋」の謀反・誅殺、同年是歳
条に記された「吉備上道臣田狭」の任地任那での反乱・失敗などである。
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　吉備中枢部において 5 世紀後半から 6 世紀中葉頃まで 100m を越える前方後円墳は築かれない。














　前述の 5 世紀前半に鉄器生産を始めた窪木薬師遺跡は賀夜郡服部郷に属しており、5 世紀後半












⑴　葛城の渡来人（奈良県立橿原考古学研究所 1996 ～ 2003、木下 2006、坂 2010、坂・青柳
2011、坂編 2016、青柳・丸山 2017 など）
　名柄・南郷遺跡群は、葛城氏関係の遺跡として有名である。豪族居館、高殿、豪族の祭祀場、
渡来人を中心とした工人たちの仕事場、生活の場などが確認されている。盛期は 5 世紀で、6 世
紀の縮小期を経て 7、8 世紀に再びやや栄える。近接する首長墳としては、墳長 238m の前方後
円墳である室宮山古墳（5 世紀初、葛城襲津彦墓の説あり）、墳長 150m の前方後円墳である掖
上鑵子塚古墳（5 世紀前半）があり、その南側に 5 ～ 7 世紀の巨勢山古墳群（総数 800 基以上、
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鍛冶具・ミニチュア煮炊き具副葬墳あり）がある。また、南郷遺跡群から南約 5km に五條猫塚





















































　次に 5 世紀代の鉄器生産関連の専用フイゴ羽口出土遺跡を野島永 2009 の成果によってみると、
河内 13、摂津 4、大和 2、播磨 2、吉備 0、筑前 1、豊前 1 で、河内に集中している。鉄との関わ
りがよく取り上げられる吉備においては 5 世紀の鍛冶関連遺跡は 3 ヵ所ほど確認されているが、
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